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大容量のディスク駆動装置H-8589-1/H-8549-1

`-喜子計第機システムの発展に伴って

ランダムアクセス形ディ スク装置はま

すます大谷品化､試速化,高効率化お

よび高信索引生が要求きれてきた｡,この

要求にこたえるために､磁気ディスク

技術の実績を結集L､最大記憶容量8

倍バイトの記憶客員を持つディ スク駆

動装置,H几8589-1およぴディスク制御

装置,H-8549-1を開発したのでここに

紹介する(図l,2参照)｡

l.仕様および構成

本ディスク装置はH-8589-1ディスク

駆動装置と,H-8549--1ディスク制御装

置とを接続したものであり､記憶媒体

として,H-8581ディスクパックを低唱

している｡

表1はH-8589-1′･ノH-8549-1ディ スク

装置の仕様を示すものである｡

図1は最大谷罷8倍バイトの場合の

ディ スク駆動装置とディ スク利子卸装置

の構成を示すものである｡

2.おもな王特長

(1)大容量である｡

記録密度,トラック密度が従来のデ

ィ スク装置よりそれぞれ約2倍に向上

しており,パックあたりの谷品ほ1億

バイトと大幅に増力Uしている｡

(2)高速である｡

アクセスメカニズムとLて新しくサ

∬ボ方式を採用L､平均位置ぎ央め時間

¶了て‾育

≠j,､i

～■

恥-

‡b-

‾Ⅶ

∵海､

恥-

は30msと従来装置に比べて半f域した(､

さらに､回転数の中川口､記報う密度の

向上を行なって情報転送極度の向_とな

らびに担j転待ち時｢別の低i成を行なった｡

(3)高イ功率である｡

マルチリクエスト機能,回転位置横

川髄能などによりディスク装置の最大

能力を発j耳させ,システム全体として

の効率を大幅に改善Lている｡

表】 H-8589-けH-8549-1ディスク装置の仕様

(4)高いイ吉和州三

コマンドjヰ試行およぴエラーコレク

ションによるエラー回復,1_1-1上機了指に

より装置仝イ木のイi言束馴′i三は--一寸立と向上Iノ,

きらにエラー記録機能,橙二 獅圭削氾

の強化によl)保守ノ性もさらにすぐれた

ものとなっている｡

(.日立製作r巾コンビューーク机

項 員 仕 様

記 憶 容 量

記 憶 密 度

シリンダ数′′パック

トラック数′/シリンダ

トラック数ノノバッタ

イ立置決め時間

回転待ち時間

データj転送速度

H-8589-1)二2スピンドル

4

6

トラックあたり

lヒット密度

+
トラック密度

小

均

大

農

平

最

200.036.560 ′ヾイト

400,073,】ZO

600,川9,680

800,川6,240

13,030

247,570

10(),0】8,280

4,040hp】

192bp1

404(ト交替トラック7)

19

7,676

10ms

30ms

55ms

最大16.7ms

806､000ノヾイト′ノs

区12 H-8589-1ディスク島区動装置右よび

図lト十8589-1ディスク駆動装置(左4基)およぴH-8549-tディスク制御装置(右l基) トト8581ディスクパック
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H-8632形シングルチャネル通信制御装置

近年,情報量の増大に作って電子…汁

算機のオンラインシステムの需要が二鴫

躍的に増した｡]寺に最近では同【一式モ業

体内においても複数の電子計算機シス

テムを設置することが多く,また各企

業間の情報交換に電子計算機システム

を和互接続されるようになってきてい

る｡

このため,各計算機相互】‾‾別を接続す

る伝送担ほ泉の高速度化の要請が強くで

てきており,日本電信電話公社でサー

ビスを提供している伝送回線でも逐次

高速度化が進められ,硯在4,800ビット/

秒の回線までの商用化が実現Lている｡

また今性48キロビット/秒の広帯域デー

タ仁ミ送州株(Ⅰ-3た桝箆=二ついても腐

Jlj化されることになったり

日立製作所においても,ニれらの情

勢から高速度伝送回線を電了･計算機シ

ステムに接続するための装置としてH-

8632-12形シングルチャネル通信制御装

置を商用化したので,ニれを仁一】心に,

竪琴

その間連装置を紹介する(図l参照)｡

1.構 成

システム構成は図2に示すとおりで

ある｡

2.おもな仕様

(1)通信方式

半二重通信方式

(2)データ信号速度

2,400ビット/秒,4,800ビット/秒,

9,600ビット/秒,40.8キロビlソト/秒,

48キロビ･ソト/秒,

(3)使用コード

JIS 7/8ビ･ソトコート

USASCIIコーーート

EIiCDICコート

(4)誤り検出方式

VRC/LRC方式

CRC方式(発生多二項式, g16＋方12十

ズ5＋1またはズ16＋ズ15＋ズ2＋1)

(5)コードインディペンデント†云送

電子計算機システム

または端末装置
通信回綿

M

普通制御キャラクタとして動作する

キャラクタも含めて､すべてのビット

パターンを単なるデータとして取r)扱

うことができるよう透過モード動作が

‾叶能である｡これは完全な機1減語プロ

グラム,2進数データパックされた10

進数データ,使用者の固有のコードな

どの†云送に有効である｡

3.おもな特長

(1)汎用性に富んでいるので広範囲の

システムに適合できる｡

(2)伝送速度の変更が容易であり,将

来の業務量の増大に対処できる｡

(3)コードインディペンデント伝送が

可能であり,計算機内部コⅦドの変換

なしに伝送できる｡

(4)リモートバッチ処三哩システムの特

質を考慮した効率のよい伝送制御手順

の適用が可能である｡

r日立J挫作J叶 コンビュ【タ第 一事業普ほ)

LAD

LAD

LAD

LUT

CCS

CCS

CCS

注:CCS=H-8632-12形シングルチャネル通信制御釜置
LAD=H-8781-48形ラインアダプタ((2,400/4.800B/s用)
H-8782-48形ラインアダプタ(48kB/S用)

H-8781-91形ラインアダプタ(40.8kB/s剛
LUTこH-8608-2形回線接続装置
M:ニ変復調装置

図】トト8632-】2形シングルチャネル通信 図2 通信システム構成図

制御装置の外観
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HITAClOII公衆電信回線システム

｢公衆ノ正気通信法+の改正により昭和

47牢11月より加入電信(テレ･ソクス),

加入電話回線の開放が実施された｡同

暗に共同利用,他人利鞘などの方途も

開かれ,デⅦタi_釧言システムの応用は

いよいよ広範なものになってきた｡

HITAClOIIの公衆回線への接続シ

ステム〝〕うち,まずテレ･ソクスシフ､テ

ムの【;討究が終わり納人が開始された

(図1)｡

】..システムの特長

図2はシステム構成の一例を示すも

のである.｡日本電信音詩公社(以下,

公社と略す)の回線に細別御装置(N

CU)を付加し､二れを通Lで交模綱

を利用しイこ特定多数の加入者と交信す

ることができる｡NCUは公社の直営

施設であるが,8回線と16回線用とが

あり,これらを複数台接続Lてさらに

多数の加人ネと同時に交信することも

できる｡.

(1)維i′朽 什

公衆回糸削ま使用料が時分制であるた

め安くつく｡一般的に1日あたり3時

間以‾卜の使用の場合は専用線より有利

とされている｡特にテレックスは端末

粍がすでににく普及しているので初期

∴
三
〔
ニ
せ
川

､′し簸せ

妄
Ⅳ‰

匡= ト=TAC】0ⅠⅠテレックス システム

表I M-LUTの種葉頁

形 名 措(とう)載可能バッファ数

A52ト0=R)* 8-＋-2(ACUB)

A52卜02R l 柑＋2(ACUB)

A52ト03R 1 32一ト2(ACUB)

)主:書のRはラックマウントタイプを示す

投資が非′括に少なくて済む｡

(2)システムの拡張作

全回にある約67了台の端末と,交換

局を経由して自由に‾交信ができる｡デ

肝夕の晶にI芯じて言馴箭の増設も容易で

ある′〕

(3)自助化されたシステム

HITAC 8000から磁気テープに記重義

されたテい･一夕を受け二取り,いったんド

ラムまたはディスクにたくわえた後,

相手局の加入番号をコールする｡接続

権諾して送受信を行ない終了後回線を

切り紙す｡

二れノブ･ノ)拍汁1ミキ多敗ク‾り‖t鵜ヱに対Lて

1どい仙付+に舵子+二処J=】事‾1‾ナるソフトウエアを

†IJ言iえており,圭た才子イ∴棟川依一姫を+ニトノ

ている･J7‾)で､丁)一こ仝にi′1上仙化†ノたi-‡l占能ヰ三

′_)シてテム±(⊥･ノフている.っ

(4) 卜忙慌Jう.よび他端人とプ〕指紙

1′ilTAC 8000な ヒ1･ン'〕√ト1トコ ン ビュ

ー1ダとプ〕柁寺山ま,磁1tテーーフ,う紙テープ

な･どを介‾ナるすフライン桜紙〃〕ほか,

【1川J川端いを仙.rHLたりデー1ク交+別i【j制

孝三‾;i事:こ･∴Ⅰ〕Ⅹ(二1を仙川するオンライン′ほ

続い-り‾了氾でL′手}る._､トiJ様にr､IJt川袖によっ

てL､-1J川けf.Hミキ+在続′‾i｢ることもできる.｡

(引 イ∴枇=イド

機器または回線の持古が起こった場

タイ7うイタ

滋二､テ･スタ

三丁,ゝ;

盛メ.ト7ム

丁-フ

HITAClOIl

処王里装置

合,データの内容を保護することはこ

の柚オンラインシステムの信綿性を確

保するうえで最も重要かつ困難な問題

である｡本システムではドラム･ディ

スクおよび磁気テ肝プを佗用してデー

タのバ･ソファリングおよぴジャーナル

の記録をとり隙こi子が起こったときには

確実にデータの復元が可能であるよう

に考癒してある｡

2.多重回線接続装置(M-LUT)

本システムにはHITAClOII用標準

入出力装置が接続されるほか,多重回

線接続装置(A52卜01,02,03形)が

使用される｡これは50bpsから2,400

bpsまでの各稗の過信回線をHITAClO

IIに接続するための装置で,本体は共

通制御部とデⅣタバッファ部とに分か

れる｡データバソファ部には凹線の椎

類と数に応じてバ､ソファを組み合わせ

て実装できるようになっている｡拉′ト

2匝Ⅰ線から最大32山線まで接続できる

ほか,自動的にダイアリングを行なう

自動呼J_-1=ノバソファ(ACUB)を2個

実装できる｡表1はM-LUTの,表2

は各校バッ‾77の概略仕様を示すもの

である｡

(日立製作所 コンピュータ芽与二‾暮拝紫郎一)

テレックス

交摸局

M--LUT

注:NCU =網制御装置.
h卜LUT=多重回綿接続装置

図2システム構成の一例

表2 M-LUTに搭載される各種のバッファ

テレックス

テレリクス

トーテレミ雪雲篭鮒r
TEX B =テレックスバッファ
ACU B =自動呼出Lバッファ

形 名 名 称 略 称
(ビットパ少)
通 イ言 速 度

A-F52l-13

A【F52ト14

A-F52l-15

A-F52l-31

A-F52l-40

A-F5Zト52

A-F52ト53

A-F52ト54

A-F52l-60

ニヰ
準同期デ丁皇室二Lヒ∠リL-1-ADSB..′≡害害

+
テレックス/ヾップア

テレックス自動呼出 Lバッファ
】

]雲二‾∃
1--一盲志妄-----ら

lZ.400

--■-‾‾テ壷二工二‾二‡華
ゃCUB
TELB l 川0

200

二三#
ACUB l
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プリプログラム計算機

エルカ14川(P),
ウロ‾7`うム▲汁_草紙覧はコンヒュー一夕上

･ニ丁)キ∴1-･､ソ7を川1♂つるJ払枯分打としてf_i三

j一王きれている｡.しかし,拙作がFk撫で

あるためある不l】リごとの加哉･と経験を必墳

ヒされてし‾1るLノ また,㈹1Lプログラム

ん▲ノいこ■は汁L糊性に欠けるち･ごのJ≡即臥･∴!二

かあるり これらグ〕山を巧■応L,汁L川件

のあるプログラムJ汁寺綿毛とr一てプリフ‾

ログラム.汁壬;咋覧(カセットぺプログラ

ムJさ‾i‾糾二光)4粍抑を完成Lたu 本慌は

従メミグ)プログラム‡｢江慌のrて-さいゝ轄帥巨を

そのままに,何誌プログラム･ノ)土工所で

ある1‡■上り拙いグ)簡払さのノ∴-二号仁l工か-ノ,

ウログラムをカセソトに圭とめ,こグ)

カセ､ソトをセlソト Lてデー･¶タを入ノJす

るだけで全く一汁一往式を巧`えずに答を純

Lj=ニポ･めることかできる｡_呪/】三,7分

柚(35帥)のプログラムカセ‥/卜の避

爪により多仲多はなフ､ログラムi汁打の

ソニ什を可一能とするものである｢､またエ

/しカ1410,エルカ1410Pには.汁節∫(ど

ぉりに
一腔拙作するた'けで｢一三的的に

プログラムが組めるオートフ∪ロ グラム

慌能を抑えているグ)で,特殊な占十算に

すぐれた戒力を発抑できるように設請十

されている｢.

おもな特長

エ/しカ1410,ユ/しカ1410P

(1)カセットプログラム,オートプロ

グラムi碓能どちJ)でい盲‡貨処理できる

プ〕で,‾帖イこ･ト務∴十許かごフ特殊.汁芹まで

小山こい印遥に過しているr一､

(.2)杭許を子+二ちlいなが⊥1日上靴的にプロ

グラミングができる｢オMトプログラ

ミン ブノブJじ+で,フ‥ログラミングのた

･めの平日鮒な拙作は必饗なし-
(3J′-.j三J祭の請十許を行なわすに,プログ

ラミ ングだけを手やく確尖に行なえる

■‾非揃汗プログラミング恍7指+を持って

いる._､

(4)エ′しカ1410では,研一F汁なキー操作

でプニホ11ミ㍉ニプログラム内?iを川か人夫ホ

lノ､エルカ1410Pでは,プリ ントモM

トニのり+杓えでプログラムl勺てゲ妄をすべて

lて1j′トj一るトニの機能でフし■ログラムのl勺

?汁土.純単かつ確ご実にチェックできる｡

(5)エルカ1410では｢杭馴･づu二+､エル

カ1410f)では｢‾紙上柑三IJ′ト+の了丁.†令を組

Lん,iムむことにより,漣11塙与リtも作意に
∴イ亡､ん=すことかできる｡
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エルカ川20(P)
(6)プログラムは｢分1判+の爺√てナを組

み一込むことにより,什怠の†立道で2分

割できる∪ この機了拒により,二L這十算と

後処理とに2分1剖L､高度なプログラ

ムを組むことができる.こノ

工′しカ1420､エルカ1420Ⅰ二)

(1)カセットプログラムにより,簡_中_

なキー梯作で高度な事務i汁_持二処粋がで

きるL=.

(2)■【非揃節7ゝログラミング横紙_+に.よ

り,データキー!†こう諺Lたままプログラム

l勺′打をノ変える二±かできるので,プロ

グラムグ)拡鮎ができる.二

(3)メモリ討一号盲=卜とLて独､ンニメモリキ

ーを･抹川L-ているり また,プログラム

計葺‡絹ク1キーもわずかに3叫だけで,

操作が印了_Fjtである+J

プロ グラムカーヒ･･ノト

(1)1こ†穫に別いるプログラム

は,4慌仰いずれに対Lてむ_

ある仁,

(2)小汗壬(約54×25×18mm),

杵くり拙いfiさ常に仙利であるこ_〕

ヽ
げ

カセット

/上拙作が

帖-㌻_l_壬で

また､コ

図l 日立カセットブリプログラム計算機

エノレカ1410P

図2 日立カセットブリプログラム計算機

用プログラムカセット

ネクタJ＼こで挿(､そう:卜荊も約単である｡

(､3)1カセ‥ノト内に5フ‾■ログラムを収

納し,各分野で仙.叫棚(ひん)度の高い

フ＼■ログラムが包盲り込まれている._､

(4)各フ‾ログラムといル廿性を持たせ,

†ム範糾の川迩に対L‾仁できる｡

(5)プログラムによっては,練越し処

J理か必二安であるが,シャンプ憐瀧で白

劫rl勺に向･フ■ログラムを練り.i′生すこと

かでき,Sinヱ,COS∫などかワンタッ

チで‾求めJ〕れる｡

(6)各デ”タの配置､く右放設定などの

荊処碓手順もカセットプログラムに含

まれているので,L汁筒は必要J弦小限ク)

データを置致するだけで行なえるlつ

(7)有効けた数をフルに拭片jし,十分

な｢汁第祥占度を持っている‖

(8)入力テmタ,H-1カデータともに十

分に巧▲仮し､拉地なプログラムを組ん

である.っ また.汁号‡結_汚さは必安にI応じて

各Jど主の名朗Uも自動的に和られるよう才一

舷Lている(図2､表1).⊃

し二lトニ仁こ♭望什巾コンビュMタ百三∴一片貰部)

表l プログラムカセットの演算内容

カセット

形 式

プ ロ グ ラ ム

記号 名 称

HC】000

Pl 構成比
P 2 案分比例
P 3 増減率
P 4 ユニノヾ一サル
P 5 平均値,分散,標準偏差

HC1001

HC】002

Pl SIn J

P 2 CりS.r

P 3 PXp.r

P 4 】nJ･

P 5 度分秒-ナ度
1n∫一】(Jg.r

Pl ペき計算(∫れ)
P 2 立方根(㌢二F)
P 3 順列,素且合せ
P 4 ニ次多項式(.ヴ=仇r2＋ん∫十c)
P 5 二三欠方程式(〟∫2十占J＋ビ=〃)

HC1003

P】
i成価償却(定率;去)

P Z
乙成価償却(定客員;去)

P 3 損益分岐点(f変動)
P 4 損益分岐点(S,∨変動)
P 5 原価見積計算

HC1004

Pl 売買差益計算
P2

P3

P4

TAX計算

仕切伝票計算

割増計算

割引計算

売上平均単価計算
P 5 売上仕切計算

HC事005

Pl

P2

普通預金利息

手形割引利息

償還率,年旦武金
P 3 割賦償還
P 4 日数計算
P 5 複利計算

HC1006

Pl 変化率
P 2 3個月移動平均
P 3 5個月移動平均
P 4 前年同共犯ヒ,前期比(年2期)
P 5 前年同期比,前期比(年4期)
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東京瓦斯株式会社納め 日立支社向け

液化天燃ガス発生設備

液化大空1ミグス(以下LNGと略す)

は無公二上ニュネルギーーとして近年脚一光を

抒子びてきた｡

わか回においても,昭和44年11月よ

りLNGグ)1要人れか開始され,Ll三け+の

LNG′受入+占地で,これをガ'ス化Lて

詫言安′家に伊こ給している｡LNG発生設

怖はこうLた′受入苑地周辺の需要地で,

経柄的､地理的その他の要】J]からガス

供給本管の延艮が簡単にできないナ筋合

に,タンクロ･一-リ,タンク申などでL

NGをそのまま目的地に輸送し,現地

でガス化しノて椚熱後需要ノ家に供給Lよ

う というサテライト蛙地何の設愉であ

る｡日7咋U48牛7月.こう Lた目的のた

めに,LNG発生.封荷を製作納入Lた

ので二二に紹介する｡

1.設備の概要

木設備は茨城舛日立‾ポ内の部11Jガース

用として裡設きれたもので,主要構成

f設備とLて,ローーデー ングアーム,L

NG貯憎(そう),LNGポンプ,LNG

しN(二】貯憎

申
召骨…-一
または

批旦
_m_____On▼

β

ーティンクアーム

+P〔】受入れホン7
+P〔〕弥増

図l JNG発生設備概略系統図

表1 LNG発生設備の主要設備-一覧

蒸発著詩,液化プロ′､ンカ､､スし以‾F■LPG

と略す)′受入れポてンプ,LPG粥=槽,

LPGポンプ､1..PG三長ヲ己器､辻占f㌻音詩

なとがあるり 図=二示す概略系統のよ

うに,タンク中またはタンクローリに

.より撞びノ;生まれたLNGは,ローディ
ング7一ム,またはフレキンフ､■ルホー

スを介してLNG町憎に充てんされ,

1‾ヲ.言紫に応じて,LNGポンプにより舛

仔きれ,LNG蒸発-;掛二よl);ミ化瑞fjlユ

にし,メタンカ､｢てとLてf比′子㌻器に.送ら

メLる.⊃

一一‾ノ7､タンクローりに_=三って述び込

まれたLPGは,L PG一貴人j‾しポンプ

を介【一てI+PG郎二槽に充てんされ,L

PGポンプにより舛J主され,LPG蒸

発器により左も化常溢にしブタンガスと

しては芭f㌢器にi‡垂られ,先のメタンガスを

哨熱して､ゲス¥邑熱妄言ニ11,000kcal/Nm3

の郡市ガスとL,付一失後送山きれる｡

2.おもな仕様

表1は.LNG発生設備として納人

ホイルオフカス.ち口祭器

凰
LN(うホンフ‾ L卜叶蒸発器

し軋

ガス

ホルダ

コンプ‾レ･ノサ

付臭装置
ノ妄≡合器

LP/_う蒸発器

+PGホンフ

No一 占丈 備 基 数 仕 様

形式:平底球面屋根二重云支(かく)式保冷タンク,設計圧力
l LNG貯槽 l

lO･15k甘/二cmごG,設計温度-162こ‾C,容量650t
2
.ローディングアーム 4:cB形,A卜合金
3++NGホンフ 2 多段遠心式,吐出し圧力6k甘｡ノCm･G,電動鰍.5kW

4LNG蒸発器 温水蛇(だ)管式,設計圧力7kサ.ノ√′c汀ペi,設計温度--162Uc

5LPG貯槽 l横形円筒形,設計圧力6.6k9.ノ′c町■G,設計温度55‖c,容量25T
l

6 LPG受入れポンプ l内転ギヤ式,最高差圧3･5k9ノcm二G,

三ま:≡≡芸三三.2!‾喜喜子≡≧二吾妻恵三窯去1_温度2ぽ｡
9i混合器 +elM■¥Cr Tv■汎 設計圧力7k甘.′■cm--G.設計温度IDO､C

した主要設備の一対壬数,tL二様を,区12は,

‾づ丈設イJ長川l大きなウエイトをl-㌧めるLN

G貯槽の外観を示すものである｡

3.おもな特長

(1)LNGヲ芭生.=i_ミ帥托iの中心機器である

LNG貯槽の内槽は,LNGによって

-1620cの超低f且になるので,低f比にお

しゝて軌(じん)惟,胤空が卜分である,

勺‖工件のよいAlf㌻企を付さ佃Lている⊂.

しかしAl介令の溶接柑作_卜,作一業環塙

G7‾)管理がi容積部の【1‾l■一宮‡を左イrする｡ニ

ク)ため,LNG貯槽の現J也椛築にほ独

白に開発した低J叶組1フニ法を採川L,Jキミ

外i溶接作業瑞塙二を一1ヒ範l叫に管即した

ので作業侶三も1J-+_l二L,妄言ヒLた溶接部

の品田と仁子税件の試い製■了7-が柑られた｡一

(2)郡巾ガスの詫言要は季節的､吋1洞的

変動が大きいため,これに十分対んじで

きる設イ馴-L様,計装-‡～-の選定を行なっ

た｡

(3)低温液化ガス用ポンプであるLN

Gポンプはプロセスポンプとして,才､ら‡

にクイックスタート,ノ皇統耐久性など

を配慮して選定した｡

(4)本設備ほ｢ガスーニ本業法+の過用を

′受けるので,特に溶接ん■法については

袖J仙l'‾三11三㌣ト7‾)イく.さ.ユキ′こ之けたテか二什■1しごキ

什フ;･･ノナ∴.圭た機;ケ:‡ム上しヾ■仙11ト1.･ヒ一三ニ

/ノし､てもさ+こノ鬼にfノ亡･ノて鵬桁ち･l▲:さニf▲紬ノ)享+

とにご♭竺什セリエ他L/二.=

(lJj_フニ;室川三巾怖`.に▲Jt‾㌢ri･い

瓦■･ル∨

■劫チ

【瀞伊

毒☆nス

し～G ;

をi;掬

図2 LNG貯槽
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東京大学生産技術研究所納め

加速度制御式 日立油圧振動台

.近でT二,ノ与しfブJヲ芭`i_にプラント,ダム,

■て■ゎ仲子櫨築物,地づ現地中坤,設物などの

耐岩三研′兜はますます市費な∫課題となっ

てきた｡.このため`■雀1‾し油.吐サーボ;別御

‾ノナ〕モの人形払主動fiが埋.;泣きメL､地諾主副

のシミコ レーションに上る実験,仰ノ究

か行なわれるようになった.こ

しかしながJ〕,従火グ)拙三上礼子｢では批

判fTの変イ立(イ_t‡i‾ビjて)をフィートバ･ソク制

御するノブ式のため､粘土拍子‡のノ川越一望一枝

彬のひずみが人きく,地石■三1洩の巾ユ馴イj三

か必ずしも一卜分ではなか√ノた.ニ

過i言亡グ)装道はこの山を政一ぎトナ‾るため

J二′♪

釘塾像等号/←転印rり"管

紳糊

涌驚篭

/

図l 加速度制御式日立;由庄振動台

サーY

100

＼

〆
ニ
＼
㌔
亀

に､従来【‾4+1雉ときれてしイエリ!ぎ姓7空フィ

トバリクを打ち･一 戸‾小比J!卜を‾鳩王擢的

に向_卜きせることか‾て､さ/二･ノ)て■二二に

キirl介する(図1J

】｡おもな仕様

1

2

3

4

5

粘刺fi

手刷攻巾_左i二

り∩推硝宅:

訓締りフナ+七

f曳 †行:

寸法帖1〔5互i-､,ト壬与2.0喜m

:上Ⅰ一上‾ノ･､二5虹

J=‾り±4∴7t

ア､ト ロー ニ7士75m汀l

加地J土乙別称り

IF-_弦く虹 耶(′ :叶壬i戌｡地

仁ミミ渡

㌔蟄懲

､､･叫叱も
≦

(A)
データレコーダ出力(ACC)

ノ
窟
賓
ン
ン

身

(6)加速度:二役大±1.5タ

(7)周波数特性:40Hz(-3dB)

2.おもな特長

(1)加速性波形のすぐれた再現性

図2は,本装置で再現Lた地震波形

の一
一例をホすものである｡本間で,(A)

はデータレコーダに収き示された地諾三波

形､(B)は二_重松分器により加工された

サーーボ人力液汁ラ(加速度),(C)は振動台

の変位,(D)は速度,(E)は力‖速度を示す

ものである｡ただL,(A)は極件がう垂に

ち･ってし-る｡,

(2)周波数特件の向上

加速J空制御方式のため周i皮数特性が

向__卜する｡

(3)特殊な二重横分器による安定しノた

桔分

地宗i伎をそのまま入力することがで

きる.っ このため事前にハイパスフィル

タなどによ-)i度形修土仁する必要がなく

なった｡

(4)停止時の繊繋が大幅にi城少

振動≠i卜の桔至型に過大なノ州速度やひ

ずみがノ上じた場合に,自動停止回路を

動作させて,振動台を静かに停止_させ

ることができる､)したがって,破壊L

やすい棋聖を他う実験においても安心

Lて使用できる｡

(日+二仁与望ナ1三所懐1記号一業イこ部)

トせ十ナナrlづ｢トナ十｢卜｢トト｢トトサ叫

㊤【一11s

(B)手蔓分器出力(ACC)(∋

(C)

拒動台 変位

(D)

振動台 速度

(E)

娠動台加速度 (∋

JIs 図2 加速度制御寺辰動台加速

度;皮形(地震ラ皮TAFT(NS))
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日立HCモートル制御装置

臼､ンニH(ニモーートルはうす1E流をl心川

Lた女流叶･生漣モーートルで,仙造的に

ごよかご彬誘やノiに動機とうず1琶流;継子･よ

l=戊り,二のうずてE流継手の机磁コイ

ノし〝)肋磁乍に言石己を丁別御することにより逆

性制御を子1■■なう｡HCモMトルはす〈-､

れた制御粁件を持ち,イこiリf造が敵中でイFi

拙作が満く,付こノ､1二か/ど羊坊であるか⊥1,

ノ上く 一触社業慌械♂二=縦軸モートルとL

て利川きれている｡HCモートルは行

iこ芸帥トヒも,削i別巻去i貰とともに二1二揚に丘-_;

いて妃一i生′′卜向三されており､1判l′卜の好J一

な甘壬117■か即納できる休制をとっている-二､

たとえば,コンヘヤ駅刺,竜眼粍f恥卓ゎ

など,HCモート/レの帥々の別途に対

しては､【さ三三1･Jな一札;臼心哺制御装置か畔

仙されて_をiりし表1参j‾貫くi),二れ⊥二〕を7

表I HC制御盤シリース

ロ,･_′ク と F 二純二1卜ける ニセによ りノすテ

与′い‾二i[棚汽イ～ミト!･:_こ頂こで､きる._二7さい はい‾?

プ′しヱL納
′三･ノ

∴三ノ(j‾音′j∫主_し/･ト土り励什‾‾･う‾

･缶_!二一フ汁沖iごゝれてお= ぎ:〔一JうーrfけとJ7)｢抑卸

川1暗か柑⊥:一

柑=糾紫i_2≡一三シ

Lノト`糾∴＼こ

馴斗≡｢i-1こに/‾

てl_一丁､)､
.･よ,ニれらグ1

1j--てについて･ニトー‡√う什およ

り,-ニ･7.､､に糾_ノア_⊥.入しられた‾7糾

し

､_l少へこる.

hi｡おもな仕様

(11Ⅰ一寸〔1一仁rr‾■【+一三吋制御洪;‖

二れほ音･一貫(_■.モーーいし帆柱毛コ･丁 ルのl幼

市立-【iで･-†一卜しト帥ノーーー洲似できる上一=二した

-Lプニ･てある二.う‾さて川∃J昔づ卓二｢棚卸共石は,

｢Iiり榔系としては.itjjJ三二しフ†‾--トヾ‥′/ク系

〈ア)ノZ久でムり,祇工叫l輯｡〔‾り;rノニュ恕l二1′二など

/～‾り5押紙字L･二ご二川-一亡_し小桝i±主左か亨J`‾ち､われる.｡

名 称 記 号 概 略

サーボアンフ S巨RVO AMP 直)充信号制御のサ･-･ホアンフて【タン

機 能

サーロールの実効増収最を伸ばす

HC操作盤
IHC-OPE

HCMの尊者虫】星章云停止,｢重度指令,回転数指示を行なう｡

同上OP巨にモートル主菜作用押しノボタンを追加_.

LADと組み合わせこ司転勤を子吉乍ミニ変化さセる､

外部信号で卜ICモ∨【トルの回転数を制御｢i‾る.ニ

調節計(P】,PLD更か作)と千且み合わせてプロセス制御をする‥

TLDと組み合わせl+しモートル(乃トルクを制限する.

ダンサーロールの変位:巨王を笥気信号に変換する｢.

回転数を徐々に召三化き･き･も(ト;CM2台まて▲白t

回転数を‥徐々に要=-1ヒ.させも(､Hい､月5台まで可)

操作盤 HCA-M

紹形加)成連用手彙作空鑑 HCA-L

追従制御用ヰ栄作盤 HCA-C

フ‾ロセス制御用手裏作盤HCA-l

トルク制限用操作盤IHCAイ

ダンサーロール制御装置｢DCDL

綿形加減速装置 LAD

線形加∴成連装置(大出力形)

比†列制御装置

速度指令装置

LAD-H

PRD ‡+CM5台まで･グ)比例て聖転を行なナた抑の･一重尾括令直〉売電源

SSD 回至転を速度指二令電圧に安手具する

一定のトルク以上出ないよう制限すも.-.

上喜己TLDと組み合わせ白亜りJ重度制御を一行なう｡

トルク制限装置 丁しD

HC速度制御装置(TLD専用) ASR

ぷ

打l〓

一
プ

+
∧
れ

メ†卜派守

感

図IHC-CTL-N

収､∴御船い

図2 HCA-Z

二のため,必賛トルクに不=さ1する1が純友

に対F_ノてほ人刷由一昌一呈二か人き,;担ぎるJ‾揚

r㌢,L==モミt･至l口】転讃七うーヒノ汀=巾を大帖に越え,

杜カ､けトグ=け二′]三数が大きくなる｡.ニプ)

H仁'川C′11L.-Nごエ前述グ)拉大励磁Fi-i二をfl､

何に一｢ミ､わせて湖東.iさできる上うにIJたむ

′1Jで,一;即席朽什･7)ノここ帖な収ご】'テを子イなう

ことができる.二 図1は外税を､表2は

什楳をホすものである.｡

(2■)HCA-Z

呈･i〔ニA･Zは,ゼロインターー･ロ･リグf‾･+■

グノー才C操作ヤ提で,セロイ ンター一口･ノク

とはり 拙作類誌シ7､)咄性設1上ポ‥ユーム

=ノ■尺｡いぃビロ〝､jf､て/満け∠峠.汁ノブIF小いノ

はいにr口】L7∴､一に態)にあるとき,接∴】J二

†.__i-‡;一を州すノ]■式とな′ノている一回2･

2,おもな特長

トi〔ニーCTL--N粘り御装｢妄≡■-こ

(王J臼荷に妃f㌣｢-た姑大仙梅汁f性かポ

リユーーーーム1仙で山｢=にi設うとできるノー二め

湖i■朝刊牛がF‾一′1j_卜する.っ

(2)左端▲特性に‡Jを三撃:jをり一えちLし､

1:3)HC応川制御鰯との純子トせむ柑叶

HC--CrrLと全く川帖に過ji卜‾こ･､きる.-.

(4)寸法｢†て+にはノミ二1実サ三HC-C｢rI一と/てケの

ままさ し/かえるこ とかできるり

3.おもな用途

Hlニー(プ71t｡-NJ糾御一柴道三

(1)仰fl荷でオr--バ⊥ 卜をき⊥-ノう

首-=岩f

(2)(‾-絹子(;刀2か非瑞■に大きく始上的‖ィl川
l

こ′71土主いF=‖f

(割 トルクをr別f工iミLたい〔′し荷

H(二八-Z

(い 安全ス1∴ソ十,ゼロインタ

ウ
スイ ッ1-

(2)多数チi適性帖のゼロインターロ･

ク フ､イ,ソナ

r3)逆転三夫ホ

r4)姶軌時のr叫･転数エ･､拙__トケ川方_】】

け1_､工｢糾う一三和尚】1う`け｢貰｢;=い

表2 HC-CTL-N仕様

形 式
HC【CTL-N

項 目

入 力 電 圧 AC200/220V 50/60Hz

適用HCモートル容量 0.4-一55kW

最大励磁電圧調整範囲 DC,0〈-80V
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製品紹介＼＼･i日立評論川L･55卜山=1174二

超小･形日立オシロスコープV-058形

ノニし墟な進†レをう峯げる′砿-J′一機;†ごさJil′三文グ〕

lいこおし■､てすシロスコーナは汁巾壬ライ

ンおよぴ†1上t､1二菜摘,糊一丁己乙･どに不Lり‾欠

ヒされ与荘柴ノユ､子二王てifりを-リ上たLている′J二

れに‾対い】之托その什了氾,機古Eに.･.二引生ら･

紫求が出されている._.オンロ1コープ

の似l｢りを比ると,仙♂〕多くプ‾)′.にJ'一機㌫上

がそうである.上うにトランノスタ化か

JノIC化へプ‾ノ格付でノす)りそれに什しゝ冬

山三化,細分化がi吐んでいるL-.とし川川てJに

あげると,′出小作うで+1㍍il=に仙川ち･もプ〕､

的弘け壬のもグ)l∴■i九封空什壬ち･とて､-あり,

二れかノ_)〝)オンロスコーーワニりノノl｢】jこrj-
▲

つであろう｡

このたび開発したものは,二れら‾紫

■#･こ′)1安二､ににこたえたもグ)で,超小什ラ,超

軽量ⅠとのⅤ-058彬オンロスコMプであるr二.

以‾卜 その概略を紹介する｡.

1.おもな特長

(1)ブラウン管は3.5インチ(仁j彬｢大川;

=捕卜と人きいため,比や■トく[_‡がつか

イJノイよ■い

(2)CH･1,CH･2i城主f詩二吉かl‾.i+レンンで

リノり抱メ)るた･少),IC州プJ州1Lニ7‾1上うに

いjレべ′し.■1りJC′川二恨に純利(1‾､f.れl‡与触

小)リ

(3)中心軸感性切り杓えごi従水上川L

く1,2,57､テ､･′･フを+`式=,咋い州J

こ7)切り拙えは1,5,2二乙テ∴ノフをj‾右

=JLているので抽堤が仙川.

(4)小什三怖_呈1王:でi･.'い､イ.;根性(MTBF

し､tり勺Jfk肺｢川棚1:7,3001けIJ‡】.‾i;と1+仙J

(5) コン ビュー一夕,端人巷さi;!一丈グ1付こ1二ち､

ピー 一般1十---ビスJ‾‾1‾Jに.超する_

(6)外部DCji_上び内J`;-レヾいノテり-｢(:す

ナション)駅土地=H息_

2.おもな仕様

(1_)ブラウン管:H9102(3.5形 内糀

日比什角形)

有効城:8divXlOdiv(1div=6.35mm)

ノ州墟屯J+三:約1.5kV

(2)車面二軸:2現象

!慈性:50mV/div～2V/div,CH･1,

CH･2r古川二1与りJ柁1,2,5ステップ(た

だし,CH･1は×5(7)Jl別舶語注什,CH･

2は÷10のi｢.i帖f器什,碓性±5%)

切波数帯域:DC～5MHz-3dB(ただ

し,50mV/divレンジ以上にて)

垂わ作方式:CH･1,CH･2,CHOP

ALTをtime/divで自動切手粂

102

人力加小十∴300V(DC十A(二l)eak=∴二

た‾'し､ん純よfフロー･■7､■r七‖川1二:二てJ

(3)水 平 軸

柑引ノJ式:トリオ'如∫Jl.r三j刺トリオ'如

引

｢tijノ糊f∴号i城:内部 CH･1いじと,外批

ト1糊結ナナ:AC

トJ主星排演J空:I勺糾､1〔Iiヽ′100Hz～1Ⅳ汀王z

2diヽ′ 50Hz～5MLIz

外部,0｡5VlOOHz～1几JIHz､1V 50

Hz-､---5Mけ1zした仁し､AUrr()ノ)L さご上

100Hzlソ､ト

トiJ期軌′性:土

ゎぃう=埠1ま1=10/∠S/di､7､20mV/divl,

2,5ステ､ソプ､f准壮士5㌦

才一りいJl拡大:10†∴二

仏土汁.;ン引時榊 1ノ′ノS/(liv

(4)校 止 器=

滋形:方形i使

う‾に｢i三:2V

(5)電源:100V±10?乙一,50～400Hz

約15W

外部DC:DC約11V以卜にて重力作

内部バリテリr:DC12V,他用時日り

ポノ3時間(オプション)

(6)外形+■法(i三(きr土 う)休､J‾法):■1-J

さ75刈】hH65×-一粒什250(mm卜

(7)垂品:約3kg バソテり一円歳時

約5kg

(8)動作開国iふし度:＋5～＋40dc

(9)付和i法度:-20～十70ロC

表1は日止オシロスコープ;出l指一琶三

である｡

･ごR､一′ニノ.にJ′イ1ミ′ぺ≦†什1

表】 日立オシロスコーフ■の製品一覧およぴおもな仕様

＼

仕様 :周波数帯城 加速電圧

最毘罰産室最高掃引時間遅延掃引
重 量

形式 ＼ (M】1z) (kV) (トことミ)

V 3000 巳 DC--3001･5 10 l｢-S:あ り,17

∨-1011

∨-513

∨-253

∨-155

∨-120

∨-121

∨-053C

DCへ川O l 5

(カスケ▼ドImV)
5 11S

+

!5

DC､50

DC---25

DC～ZD

DCr､10

10 5 10 11弓 ;8･5
l8

;6
l

l2.2

ト 20 50 Flし, 7

｢--
5

トヵ竺-ド■mV)ZO 【1S I4
l

;20
】2

0,2/ノS 巳なL 5.2

0.1′′Sl 7.5

15･2
DC-､5 6 20 0.2′JS

∨-G58

∨-054

l l.5 10 l′JJS 1 3

20 0.2/ノS 5.5

∨-038(芸…上フ)
DC～l 5.5

5

rカスケード【mV) lあ り 【5

ヰ細

｢m〟肝汀亘

萄,二さ
V･058

回l 超小形日立オシロスコープ∨-058




